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はじめに  

① 宇宙の距離はしご 
→異なる手法を次々につなぎ 
遠方の天体の距離を測ること 
⇒HR図を用いる方法でNGC5272の距離を測定 
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結果 

方法 
 すばる画像処理ソフトMakali`i3)を使用し開口測光を行った。この時，恒星径，スカイ内径，スカイ幅の3項
目を変えて測光し，カウント値に影響を及ぼすのか検証した。 

1. 散開星団NGC1912 (M38) の画像から，対象7個を抽出し，記号AからG
と振り分ける。画像は国立天文台のMakali’I配布サイトから入手3) 
 

2. 重心検索範囲を10pixelに指定→3&4の操作を行いカウント値を検証 
 

3. SKY内径10pixel, SKY幅2pixel→恒星径を3pixelから9pixelに変えて測光 
 

4. Ⅰ： 決定した恒星径＆SKY幅2pixel 
     →SKY内径を10pixelから15pixelに変える 
   Ⅱ：3と4Ⅰの結果→ 
             SKY幅を2pixelから5pixelへ変化させる   
 

5. M3についても同様の検証を行う。  

番号 恒星径 SKY内径 SKY幅
1 8 12 2
2 8 11 2
3 9 10 2
4 6
5 6 11 2
6 4 11 2
7 4 12 2

1)カウント値の変化をプロットすると三次曲線がみられた。 
2)  恒星径は個々の星によって変化するため一つ一つの星のカウント値
の変化をグラフに描画し，最も適当な恒星径を求めるべきである。 
3)  SKY内径は10~12pがのぞましいと考えられる。 
4) SKY幅は星の密度によって変化するので注意が必要である。 

 すばる画像処理ソフトMakali`Iでは恒星径，SKY内径とSKY幅
のパラメータの値によってカウント値が変化することがいえる。 

 三次曲線になった理由についてより考察を深める。 

今回の検証が実際にＨＲ図に影響するのか評価したい。 
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type Obj径 Sky内径 Sky幅 カウント値
1 10 12 2 420885.7
2 10 12 4 421583.1
3 10 12 6 422049.4
4 10 12 8 422322.6
5 10 12 10 422432.9
6 10 12 12 422415.5
7 10 12 14 422545
8 10 14 2 422209.4
9 10 14 4 422551.5

10 10 14 6 422712.8
11 10 14 8 422727.6
12 10 14 10 422636.2
13 10 14 12 422733.2
14 10 14 14 422902.8
15 10 14 16 423057.6

Ｍ３での検証 

あ 

② HR図を用いた距離推定→ 2.06×104 [光年] 
⇔ 文献値：3.39×104光年 (国立天文台. 2018) 1) 

  差は1.33×104光年以上！ 

仮説   HR図や距離の誤差の原因は解析ソフトの解析誤差である 

図3 CM図  
縦軸にV等級，横軸に 
色指数をとった 

球状星団M3のCM図 

 図2 観測したＭ３ 
 図1 宇宙の距離はしご1） 

  

図9 番号(あ)の開口測光によるSKY幅の検証 
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図5 NGC19123) 

表1 NGC1912の適切なパラメータ 

図6 NGC1912と恒星径 図7 NGC1912とスカイ内径 図8 NGC1912とスカイ幅 
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誤差の原因は何か？ 
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